
長良川 美濃橋 付近 
 

17年間で 20人の方が水難事故で亡くなっています！ 

美濃橋付近では、17年間で 39件の水難事故が発生し、 

20人の方が亡くなっています（平成 20年度～令和 6年度）。 

亡くなった方の年齢は、右表のとおりです。  

 

※ 令和 6年 8月に 1人、令和 6年 9月に 1人の方が 

水難事故で亡くなっています。 
 

 

 

絶対に、対岸へ泳いで渡ろうとしないでください。 
※対岸へ泳いで渡ろうとして途中で流されてしまうという水難事故が発生しています。 

【現地の状況】 

・美濃橋付近の川幅は約 60ｍ、水深は深いところで約５ｍ。 

・水中には、渦・急な流れ・急に深くなっているところがあり、川底は滑りやすい。 

・左岸（下流を見て左側）の流れが右岸側よりも速い。 
 

【注意事項】 

⚫ プールに入るようなつもりで川に入ると大変危険です。水底に引きずり込まれて溺死する恐れがあります。 

⚫ 体力や泳ぎに自信があっても、絶対に、対岸へ泳いで渡ろうとしないでください。 

⚫ 美濃橋から絶対に飛び込まないでください。 

⚫ 子供から目を離さないでください。 

⚫ お酒を飲んだら川に入らないでください。飲んでいなくても、川の状態によく注意し、無理のない行動を

してください。 
 

 

 

年齢 死亡者数 

15～19歳 4 

20～29歳 10 

30～39歳 1 

40～49歳 1 

50～59歳 3 

（不明） 1 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美濃橋横断図  

渦や水底に引き込む流れにより、水深 5mの水底に引き込まれ、浮上できなくなる恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

両岸にくつろげる河原が形成、その間を釣り人が立てるほどの平瀬があ

るが、下流に進むと一気に深い淵となり、川床から岩場が発達し、複雑

な流れを発生させている。 

美濃橋下から上流を望む 

 

右岸河原から一気に淵に向かって急に傾斜がついている。 

また岩場が入組み、複雑な流れを水面下で発生させている。 

美濃橋付近に設置されている水難事故の注意喚起横断幕 

 

県では、これまでも水難事故の防止を図るため、水難事故が予想される箇所における注意喚起看板の設置や河川利用者への啓発活動に取り

組んできましたが、美濃橋付近では、特に多くの水難事故が発生していることから、令和２年 8月に大型の注意喚起横断幕（縦２ｍ×横２２

ｍ）を設置しました。 

※令和７年度は、外国人の方にも分かりやすい平易な英語やピクトグラムを記載した横断幕を設置予定です。 

美濃橋下から下流を望む 

 



緊急車両用通路には絶対に車を止めないでください。 

・美濃橋付近で水難事故が多発しているという非常事態に対応するため、美濃橋下流右岸に緊急車両用通

路が設置されています。 

⚫ この緊急車両用通路は、緊急時に警察・消防が使用するためのものですので、この通路上には、絶対に

車やバイクを止めないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美濃橋 

緊急車両用通路 

 (C)岐阜県 


